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東北市長会と奇跡の一本松
　10月17〜18日、岩手県花巻市を
会場に第163回東北市長会総会が
開催され、当市からは「旧公的補償金
免除繰上償還制度の復活と要件の緩
和」について提案説明しました。この
制度は、市などが5％台以上の金利で
借り入れた地方債（借金）について、
補償金なしで繰上償還できるもので、
平成24年まで実施されていました
が、これを4%台も適用のうえ、復活し
てほしいという提案です。提案は全員
一致で承認され、東北市長会の総意
として国の関係機関に届けられます。
　せっかく岩手に来たので、帰りに大
船渡市と陸前高田市を回ってきまし
た。大船渡市は、港町なので水産関係
の建物の工事が目に付きました。陸前
高田市は旧市街地の被災建物がよう
やく解体され、いよいよこれからとい
う感じです。海岸から離れたところに
プレハブモール（仮設商店街）が出現
しており、そこで「鶴亀寿司」なる看板
を見つけました。入ってみると、箸袋
の裏に「奇跡の一本松」の写真を貼っ
ていました。陸前高田市の復興の象
徴なのだなと思うと同時に、お客様に
身近に感じてほしいという思いが伝
わって来ました。店主は、５年間はここ
でがんばって、その後整地されたとこ
ろで再開できればとおっしゃっていま
した。機会を見つけてまたお邪魔した
いと話し、帰途につきました。一日も
早い復興をお祈りします。

2

　市内昭和地区で酪農に取り組む田宮さん。農業というと稲作をイメージするかも知れま
せんが、市内では乳牛や肉牛も飼育されていますし、ネギやニラ、山菜、キノコ類、切り花、
果樹栽培など多彩な農業が営まれています。最近は、農業の6次産業化を目指し、農産加
工に取り組む人も増えました。知っているようで知らない新庄の農業ですが、農家の皆さん
は元気に頑張っています！
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9月末現在の新庄人 （38,598人）

世帯数 13,740世帯（13,744世帯）

男
18,129人

（18,281人）

出　生 31 人 （22 人）
死　亡 37 人 （43 人）
転　入 91 人（110 人）
転　出 70 人 （73 人）

女
20,113人

（20,317人）

9月
の異動

※住民基本台帳法の改正で外国人を含む人口集計になりました。（  ）は1年前の日本人+外国人の数です。

新庄の牛
見たことありますか？

表紙の写真
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元
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で
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新
庄
の
農
業

　「農業大学校在籍中にササニシキの研究に取り組んだことが、今も大きく影響している」という指
村さん。気温が低めの新庄で、寒さに弱いササニシキに取り組むことには、親からも反対されたそう
ですが、一途に稲作、特にササニシキにこだわりを持ち続けています。天候に左右されず、安定した
収量を得るには、「化学肥料を減らし、植物としての
稲本来の力を引き出すような栽培環境を作ること」
と考えているそうです。また、「収穫までは毎日稲の
顔を見ていないと。そして秋、稲が頭を垂れている姿
をみるのは格別の思いです」とまるで大切な人を思
うように語る指村さん。「自分たちは米を作っている

のではなく、米を作ってくれる稲を育て
ているのだ」という言葉もとても印象
的でした。

　高山さんは、稲作中心の農業をずっと続けています。「農家の長男なので家業を継いだ。当時は、
中学校で農家の子向けの研修授業があるなど、農家の子は家を継ぐというレールがあった」。機械
化で作業が楽になった農業ですが、天候に左右されやすい不安定な部分は変わりません。それでも

「丈夫な稲が育つ土壌を作り、天候に左右されず、
食味が良い米を作りたい」という思いで日々取り組
んでいるそうです。「農業は、毎年違う気候、状況の
中で、安定した品質を維持する必要がある。その意
味では何歳になっても勉強が必要」と話す高山さん
は、「75歳までは現役」を目標にしています。機械の
更新もそれを見据えて計画的にやっているとのこ
と。目標とその実現に向けた計画。ぜひ見習いたい
ものです。

稲作◎指村貞芳さん（黒沢）

稲作◎高山宗悦さん（角沢）

米
の
消
費
量
低
下
や
後
継
者
不
足
な
ど
、農
業
を
取
り
巻
く
状
況
が

昔
と
大
き
く
変
わ
っ
た
現
在
、こ
れ
か
ら
の
農
業
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
す
が
、当
市
に
は
信
念
を
持
っ
て

農
業
を
続
け
て
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
う
し
た「
農
業
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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　もともと大工だった三原さん。10年前に、家族みんなでできるところに魅力を感じて農業を始
めたそうです。実家は稲作農家でしたが、その収益性や通年で取り組める点を考え、ネギとアスパラ

（促成栽培）に取り組みました。「知識がなくて何でも人に聴いた」という三原さんですが、勉強や努
力は惜しまずにやったとのこと。そのおかげで今では各地から視察が来るほどの実績を上げていま
す。農業の魅力を尋ねると、「自分で考え、判断しなが
ら育てた作物を、たくさんの人に届け、食べて評価し
てもらえるところ」とのこと。
　今後は、周年農業の確立のため、アスパラ促成栽
培にも力を注いでいきたいとのことですが、｢ネギに
ついても規模拡大に不可欠な人手を確保し、5年後

には、3,000万円の売上げを目指
したい」と語ってくれました。

　冬場に収入がなければ出稼ぎなどに行く必要も出てきます。星川さんは、冬場でも農業収入を確
保したいと、タラノメ生産を始めたそうです。「作業が比較的容易なのに収益性が高いところが魅力」
と語る一方で、タラノキは非常に根腐れしやすいため、「水はけが良い畑に植えるよう、場所選びは吟
味します。連作による障害がでることもあり、作付面積をなかなか増やせないところが悩みです」。

　最近の農業については、「やる気がなければ続け
られない職業。昔のように子が跡を継ぐことも少な
くなった。しかし、やる気を持って取り組んでいる若
い人たちもいるので頑張ってほしい」とのこと。また、

「自分で販路を見つけたり、市場と信頼関係を築い
て、価格を自分で決めることができ
ればと思っている。タラノメの売上
げ200万円を目指したい」と抱負
も語ってくれました。

山菜促成◎星川吉和さん （仁田山）

　「冬の間の収入増や自分の農産物に付加価値をつけたかった」と、十年ほど前から産直販売など
にも取り組んでいる小野さん。消費者との会話を生産に生かし、育てた野菜を無駄なく加工品にし
ているそうです。その一方で、慣れ親しんだ自分好みの味が受けないことがあったり、味付けはもち
ろん、衛生面に十二分に気を使う必要があることな
ど苦労することもあります。それでも、「各地へ視察
に行くのが楽しい」と語る小野さんからは、研究や挑
戦を続けていく意欲がとても感じられました。今年、
自宅脇にあった牛舎を改築し、加工所を整備しまし
た。作る野菜も、加工を念頭において、新たな作物も
植えているそうです。「定年が無いことが農業の魅力
かな」と、いきいきと話してくれました。

農産加工◎小野みち子さん（升形）

■
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
？

　

魅
力
や
や
り
が
い
が
無
け
れ
ば
農
業
を

志
す
人
は
減
る
一
方
で
す
。当
市
の
農
業

を
、今
後
と
も
主
要
な
産
業
と
し
て
維
持・

発
展
さ
せ
て
い
く
に
は
、生
産
性
と
所
得
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。市
や

関
係
機
関
な
ど
に
よ
り
今
年
五
月
に
見
直

し
さ
れ
た「
新
庄
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
」で
は
、そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

水
稲
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、立
地
条
件

に
応
じ
、畜
産
や
園
芸
作
物
な
ど
と
の
複

合
経
営
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
と
し
て
い

ま
す
。全
市
的
に
こ
れ
を
進
め
る
こ
と
で

安
定
的
な
食
料
供
給
基
地
と
し
て
産
地

形
成
が
で
き
れ
ば
、他
産
地
と
の
競
争
力

も
強
ま
り
ま
す
。ま
た
、農
地
の
改
良
や

施
設
整
備
な
ど
の
農
業
生
産
基
盤
の
強

化
、人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
新
規
就
農

者
の
支
援
、そ
し
て
、大
規
模
農
業
経
営
が

可
能
な
農
家
や
組
織
への
農
地
の
集
積
を

一層
進
め
、生
産
コ
ス
ト
を
低
減
し
、か
つ
収

益
性
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま

た
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
の
認
定
農

業
者
や
、農
業
生
産
組
織
な
ど
の
中
心
と

な
る
経
営
体
を
育
成
し
、農
業
経
営
の
効

率
化
と
安
定
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
農
協
の
取
り
組
み

　

農
協（
農
業
協
同
組
合
／
Ｊ
Ａ
）と
は
、

一九
四
七
年
に
公
布
さ
れ
た
農
業
協
同
組

合
法
に
基
づ
く
組
織
で
、農
家
が
円
滑
に

農の魅力
農業のスペシャリストに聞く

タラノキの畑

ネギ◎三原信継さん （中川原）
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　「家業を継ぐのは悪くないと思っていた」と語る田宮さん。家族とともに80頭を越える乳牛を飼っ
ています。搾乳は毎朝晩。朝は3時半に起床、作業は午前八時ころまで続きます。夕方も同じ作業を
四時間。これが毎日続きますが、酪農ヘルパー制度を利用して、月1回は休み、お子さんたちと過ご
すそうです。餌代が上がるのに牛乳の価格が上がら
なかったり、牛乳の品質を維持できるよう管理に気を
使うなど、経営には気を抜けませんが、良いものを消
費者に届けられるよう頑張っています。
　「今60頭いる搾乳牛を5年後には100頭に増やし
たい。それに、所有している牛舎周辺の土地を利用し
て放牧などができれば。それを、通りかかった子ども

にぜひ見てもらいたい。喜ぶと思う
し、大人も癒されるのでは？」と
今後の抱負を語ってくれました。

　「稲作に加えていろいろなことをやったが、妻が会社勤めをやめたのを機会に、妻の実家で取り組
んでいたニラを始めた。定期収入が魅力だし、家族皆で取り組むことで、家族の『和』も強まった」今
では、ニラ以外のことにあまり時間を使えず大変ですが、クレームが無いよう、また除草剤の使用を
極力控えるなど、品質にこだわっています。「先を読むのがとても難しい最近の農業情勢だが、農業
が好きだから、今後も身の丈にあった農業を続けて
いきたい。今は家族経営なので、人を雇わないとい
けないが、売上400万円を目指して面積を増やした
い」と豊富を語ってくれました。ニラと言えば鍋や汁
物を想像するかもしれませんが、今田さんのおスス
メは、｢ネギのかわりにニラを使った「ニラチャーハ
ン」や「ニラ納豆」。皆さんぜひお試しください。

酪農◎田宮　徹さん （昭和）

ニラ◎今田栄二さん （冷水沢）

　沼沢さんの実家は昭和。婿に入った家も農家で、
仕事は農業しか考えられなかったそうです。「自分の
子牛を買ってくれた人が何年か後に、『あの牛良かっ
たよ』と喜ばれると本当にうれしい」と魅力を語りま
す。施設や機械の整備など、資金面の苦労は大きく、
補助事業も有効に活用しているとのお話。日ごろの
作業内容を尋ねると、分娩や初乳などの言葉が、まる
で人間の話のようで印象的でした。「発情や分娩の
時期を推測するため、また体調把握のため、こまめに

観察している。体調が悪化する前に回復できれば獣医にかかる必要もなくなる」。
　  農業の魅力を尋ねると「自分で考え、行動したことが結果につながること。また、あ
る程度時間の融通が利き、自分のペースで仕事できること」と答えてくれました。
※和牛繁殖＝肉用子牛を産ませ、子牛のうちに売却する。

和牛繁殖◎沼沢正和さん （長坂）

機械による搾乳の様子

営
農
し
、生
活
で
き
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。市
内
に
は
市
北

部
を
管
轄
す
る
Ｊ
Ａ
新
庄
も
が
み（
旧
萩

野
、昭
和
農
協
と
舟
形
町
、最
上
町
農
協

が
合
併
し
た
農
協
）と
市
南
部
を
管
轄
す

る
Ｊ
Ａ
新
庄
市
の
二
つ
の
農
協
が
あ
り
、そ

れ
ぞ
れ
地
域
性
を
活
か
し
な
が
ら
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

各
農
協
は
、農
協
の
活
動
方
針
を「
営

農
計
画
」と
し
て
毎
年
の
総
会
で
決
定
し
、

そ
の
方
針
に
基
づい
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

農
協
も
交
え
て
策
定
さ
れ
て
い
る
前
述
の

「
新
庄
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」を
よ

り
具
体
的
に
地
域
性
を
反
映
さ
せ
た
活

動
を
行
う
の
で
す
。。

■
営
農
計
画
の
内
容

　

両
農
協
が
今
年
六
月
に
決
定
し
た
営

農
計
画
で
は
、主
に
次
の
よ
う
な
方
針
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
も
生
産
者
が
多
い
米
に
関
し
て
は
、

Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
を
推
進
し
な
が
ら
、ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
し
、他
産
地
と
の
競
争
力
を

高
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。　

　

ネ
ギ
や
ニ
ラ
、山
菜
、そ
し
て
花
な
ど
の

園
芸
部
門
で
は
、生
産
の
拡
大
と
新
た
な

生
産
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　

和
牛（
肉
牛
）の
繁
殖（
子
牛
を
産
ま
せ
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　新庄農業振興地域整備計画では、地域特性を活かした水稲との複合経営、農産物の高付加
価値化などを進めることで、次のような農業経営を目標にしています（一部紹介します）。
■個人経営

生産する作物など（栽培面積・飼養頭数など） 目標総所得
水稲（７ｈａ）＋加工用米（１ｈａ）＋大豆（５ｈａ） 434.4万円
水稲（３．１ｈａ）＋ネギ（０．４ｈａ）＋ウルイ（０．３ｈａ）＋その他 406.6万円
水稲（２ｈａ）＋ニラ（０．４ｈａ）＋ネギ（０．４ｈａ）＋その他 415.2万円
水稲（３．１ｈａ）＋トルコギキョウ（０．２ｈａ）＋その他 405.4万円
水稲（４ｈａ）＋ナメコ（２万玉）＋ニラ（０．２ｈａ）＋その他 401.8万円
水稲（４ｈａ）＋飼料作物（２．７ｈａ）＋繁殖牛（２０頭） 408.4万円
水稲（３ｈａ）＋飼料作物（２ｈａ）＋乳用牛（２０頭） 459.9万円
水稲（４．６ｈａ）＋サクランボ（０．２ｈａ）＋タラノメ（０．３ｈａ）＋その他 435.8万円

■組織経営
生産する作物など（栽培面積など） 目標総所得

水稲（３０ｈａ）＋加工用米（５ｈａ）＋飼料用米（１３ｈａ）＋作業委託（５ｈａ） 2,343万円

　「減反制度で作付けできない農地を何とかしたい。当時、栽培方法などが確立されていなかった
花の生産にはチャンスがあると思った」　こうして赤間さんたち数名が、花栽培に取り組んだのが
20年前。今や新庄は、トルコギキョウなどの花の産地として、首都圏の市場でも高い評価を得てい
ます。「産地を確立するには、長期安定した出荷が必要。取り組む人を増やし、品質も向上させなけ
ればならず大変だったが、やって良かった」と赤間さ
ん。「好きなものを植えて、しかもお金になる。これが
農業の魅力。また、冬でもビニールハウスで花が咲
いている風景には感動するなぁ」。
　仲間とともに、品質保証やトレーサビリティなどを
目的とした花の総合的な認証（MPS）を取得するな
ど、今も前進を続けています。
5年後の目標を尋ねると｢売上げ5,000万円を目指
したい｣と力強く語ってくれました。

切り花◎赤間初男さん （昭和）

る
）と
肥
育（
肉
牛
の
育
成
）、そ
れ
に
酪
農

が
主
で
あ
る
畜
産
で
は
、飼
育
技
術
の
向

上
や
、自
給
飼
料
確
保
な
ど
に
よ
る
経
費

圧
縮
な
ど
に
触
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、農
産
物
の
安
全
安
心
と
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ（
追
跡
可
能
性
）の
確
保

に
も
適
切
な
栽
培
履
歴
管
理
を
進
め
な

が
ら
、十
分
な
配
慮
を
し
て
い
き
ま
す
。こ

の
こ
と
は
、全
国
的
な
課
題
で
す
が
、当
市

内
で
も
しっ
か
り
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
元
気
な
農
家
を
応
援

　

厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、信
念
を
も
って

取
り
組
ん
で
い
る
新
庄
の
農
業
人
。市
も
、

農
協
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
や
団
体

と
と
も
に
、で
き
る
限
り
の
応
援
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

農
業
に
携
わ
る
人
以
外
に
は
、農
業
と

い
わ
れ
て
も
な
じ
み
が
薄
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。し
か
し
、当
市
で
も
米
は
も
ち
ろ

ん
、畜
産
、野
菜
花
、果
樹
、き
の
こ
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
部
門
で
、農
家
の
皆
さ
ん
が
頑

張
って
い
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
す
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

新
庄
の
農
業
を
もっ
と
知って
み
ま
せ
ん
か
。

市
報
で
も
、随
時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◎
農
林
課
農
林
振
興
室 

☎
内
線
２
６
１

トルコぎきょう

農の魅力
農業のスペシャリストに聞く



平成24年度

決算

　最上広域市町村圏事務組合とは、最上８市町
村(新庄市・金山町・最上町・舟形町・真室川町・大
蔵村・鮭川村・戸沢村)で構成されている一部事務
組合で、昭和４５年１１月に設立されました。「ご
み」や「し尿」処理、消防及び救急業務、教育セン
ターの運営、へい獣処理施設の管理、広域交流
拠点施設(ゆめりあ)の管理運営、最上広域市町
村圏振興整備計画の事務などを行っています。
　今月は、最上広域がどのようなことを担ってい
るのか紹介します。

　

最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会

十
月
定
例
会
で
、平
成
二
十
四
年
度
決

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。一
般
会
計
歳
入

総
額
三
十
四
億
五
千
七
万
円（
前
年
度

比
一億
四
千
八
百
六
十
五
万
円
の
減
）、同

歳
出
総
額
三
十
三
億
八
千
九
百
二
十
九
万

円（
前
年
度
比
一
億
三
千
百
九
十
八
万
円

の
減
）と
な
って
い
ま
す
。

　

歳
出
減
の
主
な
要
因
は
、公
債
費（
ゴ

ミ
処
理
施
設「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
も

が
み
」の
建
設
時
借
入
に
係
る
償
還
金

な
ど
）が
一
億
八
千
九
百
九
十
万
円
減

と
な
り
、消
防
費（
団
塊
世
代
の
大
量

退
職
な
ど
に
伴
う
人
件
費
等
の
減
）も

二
千
三
百
四
万
円
減
に
な
っ
た
こ
と
で

す
。

　
一
方
、衛
生
費
で
は
、し
尿
処
理
施
設

「
最
上
衛
生
事
業
所
」の
閉
鎖
に
伴
い

三
千
四
百
七
十
六
万
円
減
額
さ
れ
ま
し

た
が
、維
持
補
修
費
等
の
増
に
よ
り
、ご

み
焼
却
施
設「
エ
コ
プ
ラ
ザ
も
が
み
」は

二
千
百
七
十
九
万
円
、資
源
リ
サ
イ
ク
ル

施
設「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
も
が
み
」で
は

四
千
四
百
九
十
二
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。 

（
詳
し
く
は
左
頁
の
図
参
照
）

　

最
上
広
域
の
消
防
は
、新
庄
市
に

消
防
本
部・
本
署
を
置
き
、最
上
町

に
東
支
署
、金
山
町
に
金
山
支
署
、

真
室
川
町
に
北
支
署
、戸
沢
村
に
西

支
署
、舟
形
町
に
南
支
署
を
設
置

し
、本
署
一
、支
署
五
の
体
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
署
に
は
、ポ
ン
プ
車（
二
台
）や

救
急
車（
二
台
）を
は
じ
め
、三
十

メ
ー
ト
ル
ま
で
伸
び
る「
は
し
ご

車
」や
災
害
時
に
活
躍
す
る「
救
助

工
作
車
」や「
水
槽
車
」な
ど
が
配

備
さ
れ
て
い
ま
す
。各
支
署
に
も
ポ

ン
プ
車
と
救
急
車
が
各
一
台
配
備
さ

れ
て
災
害
の
発
生
や
救
急
の
要
請

に
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、火
災
や
救
急
出
動
以
外
に
も
、応
急
処
置

知
識
の
普
及
の
た
め
指
導
者
の
派
遣
や
火
災
予
防

の
た
め
の
査
察
、火
災
現
場
の
原
因

調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
安
全・
安
心
の
要
と
な

る
支
署
の
建
設
に
つ
い
て
は
、平

成
十
三
年
度
に
東
支
署
、
平
成

二
十
二
年
度
に
舟
形
分
署
と
大
蔵

分
署
を
統
合
し
た
南
支
署
、そ
し

て
平
成
二
十
四
年
度
に
北
支
署
を

建
設
し
ま
し
た
。来
年
度
は
、金
山

支
署
、平
成
二
十
八
年
度
に
西
支

署
の
建
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
活
動
の
現
場
で
は
、使
用
す

る
機
材
の
進
歩
や
救
助・消
火
方
法

な
ど
の
変
化
に
伴
い
、高
度
な
知
識

と
豊
富
な
経
験
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、日
々
の
訓
練
を

重
ね
業
務
遂
行
に
努
力
し
て
い
ま

す
。

　昭和６３年に沖縄県の沖縄市を中心とした「中部広
域圏」と広域圏同士による姉妹盟約を締結しました。以
降、毎年9月には最上圏域の児童を沖縄に派遣し、1月
は沖縄の児童を最上に受け入れる相互交流を行ってき
ました。また、両圏域の産業まつりへの出店など物産の
交流事業も行っています。今年は交流２５周年の記念事
業として、宜野湾市から沖縄を代表する伝統芸能である

「エイサー」を新庄まつりに招
しょうへい

聘し披露していただきま
した。
※中部広域圏は、沖縄
県の中部地方にある沖
縄市・うるま市・宜野湾
市・嘉手納町・北谷町な
ど３市３町３村で構成
されています。

消防事業
安心安全な社会をめざして

広域交流事業
沖縄中部広域圏児童交流

もがみこ
4 4 4 4

 うい
 4 4

き
4

って何？

消防テレホンサービスがつながりやすくなりました。

ご利用は 018-099-2345まで
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鮭
川
村
に
あ
る「
エ
コ
プ
ラ
ザ
も

が
み
」で
は
、最
上
管
内
の「
燃
や
せ

る
ご
み
」の
焼
却
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。一
日
に
九
十
ト
ン
の
ご
み
の
焼
却

が
可
能
で
、平
成
十
五
年
の
稼
働
以

来
、二
十
四
時
間
、三
六
五
日
稼
働

し
て
い
ま
す
。搬
入
さ
れ
た
ご
み
は
、

大
型
の
ご
み
ク
レ
ー
ン
で
焼
却
炉
に

投
入
さ
れ
ま
す
。焼
却
炉
は
九
百
度

以
上
の
高
温
に
な
っ
て
い
る
の
で
、ダ

イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
有
害
物
資
の
発
生

を
抑
制
し
て
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、焼
却
す
る
際
に

発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
融
雪
に

有
効
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

舟
形
町
に
あ
る「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
も
が
み
」で

は
、「
燃
え
な
い
ご
み
」の
処
理
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。搬
入
さ
れ
た
ご
み
の
四
十
％
は
、破
砕・選
別
を
経

て
、再
資
源
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。リ
サ
イ
ク
ル
で

き
な
い
ご
み
は
、同
じ
敷
地
内
に
あ
る
最
終
処
分
場

で
埋
立
処
分
さ
れ
ま
す
。　

新
庄
市
本
合
海
に
あ

る「
も
が
み
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」で
は
、し
尿
の

処
理
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。集
め
ら
れ
た
し
尿
は

微
生
物
の
力
で
分
解
さ

れ
、さ
ら
に
高
度
な
処
理

を
加
え
て
ク
リ
ー
ン
な
水

と
し
て
放
流
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、新
庄・
最
上
の

ゴ
ミ
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、各
施
設
の
負
担
も
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。一
人

一
人
の
ご
み
減
量
の
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　新庄小学校わきの、屋上に青い円形ドームのある建物
が教育研究センターです。センターでは、管内小中学校
の先生向けに、理科研修の講座を行い、授業を支援する
活動を行っています。理科の授業で勉強したことは、もし
かすると先生たちがセンターで研修したことが使われて
いるかもしれません。
　各小学校に、出前授業として「わくわく科学教室」(平
成24年度のべ１８校)というダイナミックで楽しい実験
ショーを行っているほか、年３回の「おもしろ科学体験」
(児童３００名)では楽しいものづくり体験も行っていま
す。
　またプラネタリウムの一般公開を年８回行っていま
す。星空を分かりやすく解説したり、楽しいライブラリー
なども上映しています。
　毎週土曜日には、地区の小学生を対象に「発明クラ
ブ」を開催するな
ど、そのほかにも、
さまざまな活動を
通して、最上の子
ども達の科学への
興味・関心を高め
るための取り組み
を行っています。

教育研究センター

衛生事業
環境にやさしい社会にむけて

最上広域市町村圏事務組合

もがみこ
4 4 4 4

 うい
 4 4

き
4

って何？

分担金の内訳 （単位：万円）
区　分 24年度決算 構成比（％） 対前年増減

新 庄 市 118,765 37.3 309
金 山 町 22,819 7.2 468
最 上 町 33,396 10.5 △ 1,078
舟 形 町 18,952 5.9 △ 600
真 室 川 町 29,452 9.2 △ 2,851
大 蔵 村 13,578 4.3 △ 609
鮭 川 村 15,778 5.0 111
戸 沢 村 19,457 6.1 △ 812
交付税措置分 46,333 14.5 △ 6,508

計 318,530 100 △ 11,570

一般会計歳出
33億8,929万円

一般会計歳入
34億5,007万円

歳入

分担金
31億8,530万円

（92％）

総務費
5億3,890万円（16％）

衛生費
9億7,310万円

（29％）

消防費
12億6,610万円

（37％）

公債費
5億7,581万円

（17％）

議会費・教育費
3,538万円（1％）

使用料及び手数料
 1億1,405万円（3％）
財産収入 5万円（0％）
繰入金 1,723万円（1％）
繰越金 7,745万円（2％）
諸収入 3,915万円（1％）
組合債 1,640万円（1％）
国庫支出金 44万円（0％）

歳出

9 広報 11
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　市では、行政活動を効率的・効果的に進めるため、行政評価を
実施しています。
　評価は昨年度（平成24年度）に実施した事務事業についての
内部評価と、より一層市民の意見を取り入れたものとするために
実施した外部評価（市民評価）で行ってます。
　まず、この行政評価とはどのようなもので、どのように行政運営
に活用していくのか、市行政評価アドバイザー東北公益文科大学
教授和田明子先生に解説いただきました。

新庄市行政評価アドバイザー
東北公益文化大学教授　

和田明子氏　

■
行
政
評
価
と
は
？

　

行
政
活
動
の
目
的
を
明
確
に
し
た
う

え
で
、そ
の
成
果
を
数
値
化
し
て
評
価

し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル（
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
イ
メ
ー
ジ
図
）に
よ
っ

て
、行
政
の
意
思
決
定
か
ら
改
善
に
い
た

る
経
緯
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
客
観
的

に
評
価
や
分
析
を
行
う
も
の
で
す
。

■
結
果
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
の
か

　

新
庄
市
で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

し
て「
新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。こ
の
計
画
は
イ

メ
ー
ジ
図
の
円
錐
の
よ
う
に
、「
基
本
構
想

（
政
策
）」「
基
本
計
画（
施
策
）」「
実
施

計
画（
事
務
事
業
）」に
分
か
れ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
目
的
と
手
段
と
い
う
関
係
に

な
って
い
ま
す
。

　

こ
の
施
策
と
事
務
事
業
を
対
象
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
達
成
度
を
把
握
し
な

が
ら
、効
果
的
に
総
合
計
画
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

■
事
務
事
業
評
価
の
目
的
と
は

　

事
務
事
業
に
つ
い
て
、「
何
を
対
象
に
」

「
ど
の
よ
う
な
手
段
で
」「
ど
の
よ
う
な

状
態
に
し
た
い
の
か
」を
明
ら
か
に
し
、そ

の
事
業
の
活
動
量
、成
果
、投
入
資
源
を

分
析
し
、課
題
に
応
じ
た
改
善
方
法
を

検
討
す
る
こ
と
で
、よ
り
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
事
務
事
業
評
価
と
施
策
評

価
の
関
係

　

前
段
で
説
明
し
た
と
お
り
、基
本
構

想
で
あ
る
政
策
と
、基
本
計
画
で
あ
る
施

策
、実
施
計
画
で
あ
る
事
務
事
業
は
、そ

れ
ぞ
れ
目
的
と
手
段
と
い
う
関
係
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
手
段
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
ク
ル
を
用
い
て
改
善
す
る
こ
と
で
、

上
位
に
あ
る
目
的
を
効
率
的
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
結
果
、

総
合
計
画
全
体
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

に
繋
が
って
い
く
の
で
す
。

■
最
後
に

　

行
政
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、内
部
評
価
だ
け
で
は
甘
く
な
り
が
ち

で
す
。そ
れ
を
市
民
の
目
線
で
見
直
す
の

が
市
民
評
価
で
す
。地
方
分
権
の
進
ん

だ
今
、が
ん
ば
っ
て
い
る
地
域
と
そ
う
で
な

い
地
域
と
の
差
は
大
き
く
な
り
ま
す
の

で
、市
民
一
人
一
人
が
行
政
に
関
心
を
持

ち
、よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、総
合
政
策
課
企
画
政
策

室
☎
内
線
２
１
６

※
施
策
評
価
の
結
果
は
、広
報
し
ん
じ
ょ

う
三
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

基本構想
（政策）

基本計画
（施策）

実施計画
（事務事業）

Plan
計画

Do
事業実施

行政評価を  実施しています

目的

目的

事務事業評価と市民評価
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　４１４の事務事業のうち、市の裁量で実施している独自事業で
ある２６７の「評価事業」について、その課題に応じた改善策を検
討し今後の方向性を示しました。

※評価結果は、事業の見直しや予算編成など財政運営、総合計画の進行管理
に活用しています。
　詳しい結果は市ホームページに掲載しているほか、市役所などで閲覧できます。

今後の方向性
現行 168事業 事業の対象や内容などを変更せずに現行のまま

継続すべき事業

拡大 75事業 事業費や人員など事業規模を拡大して継続すべ
き事業

縮小 2事業 事業費や人員など事業規模を縮小して継続すべ
き事業

改善 17事業 事業の対象や内容などを見直し、成果の向上や
コスト削減を行うべき事業

統合 3事業 他の事業と目的などが類似しているため統合す
べき事業

休止 1事業 周期的実施の事業などで翌年度は一時的に休
止する事業

終了 1事業 事業の目的を達成したため終了した事業

平成２５年度は８事業の評価を実施
　市民評価とは、幅広い分野から選出された市民８名を市民評価委員とし、市が行う行政活動につい
て、市民目線からの評価を取り入れることで、より一層市民に寄り添った行政運営を目指していく事を目
的としています。
　今年度は評価対象となった８分野から、市民評価委員が選定した事業について、和田明子氏が座長と
なって評価を行いました。

市民評価も実施しています

Action
改善

Check

行政評価システム
( イメージ図）

行政評価を  実施しています
手段

手段

平成２４年度事務事業
評価結果

内部評価 事務事業評価 施策評価
外部評価 市民評価

市民評価委員のコメント
　今まで市政に意見を言えるなんて思いもよりませんでした。市民評
価では、委員一人が一つずつ事業を選定して、全員で評価をするので、
自分の関心以外の事業の勉強になりましたし、自分の生活に深く関わ
っているのに今まで気づかなかったところにも気づかせてくれまし
た。市民評価委員になったお陰で行政に関心を持つことができまし
た。より活気ある新庄、住みやすい新庄となるための参考にしていた
だければと思います。 

市民評価委員　小野広美氏（小泉）

▲8月21日㈬に行った市民評価会議の様子
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20.0519.54

国
民
健
康
保
険
事
業
の

安
定
的
な
運
営
に
向
け
て

■
国
保
事
業
の
予
算
の
仕
組
み

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
加
入
し
て
い

る
皆
さ
ん
の
国
民
健
康
保
険
税
と
、国
や

県
、市
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
財
源
に
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、支
出

が
見
込
ま
れ
る
額（
歳
出
見
込
額
）を
積

算
し
、そ
れ
に
見
合
っ
た
収
入（
歳
入
）を

確
保
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、国
や
県
な

ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
金
額
を
算
定
し
、す

で
に
把
握
し
て
い
る
歳
出
見
込
額
と
照

ら
し
合
わ
せ
、不
足
す
る
分
を
国
民
健

康
保
険
税
と
し
て
加
入
者
か
ら
納
付
し

て
い
た
だ
く
形
と
な
って
い
ま
す
。

■
国
保
事
業
の
現
状

　

当
市
で
は
、昨
年
度
、税
率
改
正
を
行

い
ま
し
た
。昨
年
度
の
財
政
状
況
は
九

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、税
率
改

正
で
税
収
が
伸
び
た
こ
と
、そ
し
て
、医

療
機
関
な
ど
に
支
払
う
金
額（
保
険
給

付
費
）の
伸
び
が
前
年
度
に
比
べ
て
小
さ

か
っ
た
こ
と
か
ら
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。し
か
し
な
が
ら
、前
年
度
か
ら
の
繰

越
金
が
な
け
れ
ば
赤
字
だ
っ
た
こ
と
に
加

え
て
、今
年
度
は
保
険
給
付
費
が
大
き

く
伸
び
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、今
年

度
は
、昨
年
度
よ
り
も
厳
し
い
現
状
と
い

え
ま
す
。

■
厳
し
い
状
況
の
要
因
は
？

　

全
国
的
に
国
保
事
業
は
厳
し
い
運
営

状
況
で
す
が
、そ
の
要
因
は
、高
齢
化
の

進
展
や
生
活
習
慣
病
患
者
の
増
加
、医

療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
る
、い
わ
ゆ

る
医
療
費
の
伸
び
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。当
市
で
も
、加
入
者（
被
保
険
者
）

が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
人

あ
た
り
の
医
療
費
は
伸
び
、結
果
と
し
て

保
険
給
付
費（
国
保
事
業
の
予
算
か
ら

医
療
機
関
な
ど
に
支
払
う
金
額
）は
増

え
る
と
い
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、税
収
に
大
き
な
伸
び
が
見
込
め

な
い
こ
と
や
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や

介
護
保
険
制
度
に
対
し
て
国
保
事
業
の

会
計
か
ら
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

金
額
が
毎
年
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
要

因
で
す
。

　

預
金
に
あ
た
る「
国
民
健
康
保
険
給

付
基
金
」は
全
額
取
り
崩
し
て
お
り
、こ

の
ま
ま
で
は
、来
年
度
以
降
の
運
営
が
非

常
に
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
税
率
改
正
の
検
討

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、来
年
度

以
降
の
税
率
改
正
に
つ
い
て
の
検
討
を
進

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。検
討
は
、「
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
」が
行
い
ま
す
。

　

こ
の
組
織
は
、国
民
健
康
保
険
の
運
営

に
必
要
な
意
見
交
換
や
調
査
、審
議
な

ど
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、

当
市
で
は
、被
保
険
者
や
保
険
医
・
保
険

薬
剤
師
な
ど
十
一
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。将
来
の
医
療
費
の
伸
び
な
ど
を
勘
案

し
な
が
ら
、適
正
な
税
率
に
つ
い
て
の
協

議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。協
議
内
容
は
、

市
報
な
ど
で
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◎
健
康
課
国
保
医
療
室
☎
内
線
５
１
１
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将来を担う子どもたちの未来のため

ものづくり企業のみなさまが持つ経験とノウハウを伝えることが、
ものづくりの楽しさと理解を深めるために不可欠であると考えます。

　市では、次世代の想像力豊かで健全な人材の育成と、地域産業への理解を促進をするため、
「産業人材」育成の取組みに協力いただける企業を募集しています。

募集要項など詳しくは、
市ホームページhttp://www.city.shinjo.
yamagata.jp/10368.html をご覧ください。

◎詳しくは、商工観光課企業立地推進室へ。☎内線259

　高校卒業以来この会社にお世話になっています。主力生産品であるカーエア
コン用レジスタ（抵抗器：電圧を変えて風量を調節する部品）の、スポット溶接（部
品と部品をピンポイントで溶接）を長らく担当していました。そして２年前からは
班長として、女性１０名で構成される一つの製造部門のリーダーに任命されて現
在に至ります。
　リーダーに向いているとは全然思っていませんでしたし、とまどいもあったの
ですが、これまでの経験を基に、職場のコミュニケーションを大事にして部門全体
として力を発揮できるように、自分なりに努力してきたつもりです。
　受注の内容や仕様に変更が加
えられたり、納期までの日数に余
裕がなかったり、苦労する場面も
大変多いのですが、同時に班長と
してのやりがいと充実した気持ち
を感じているところです。
　今後とも、お客さまのニーズに
応えられるような製品づくりのた
め頑張っていきたいと思います。

いきいき仕事人！

Company File № ❼
中村電機工業株式会社

　昭和３１年に愛知県犬山市で設立。
自動車用のエアコン、ヒーター向けレ
ジスタ（抵抗器）専門メーカー。トヨタグ
ループを中心に幅広い納入実績があ
り、レジスタの世界シェア１０％を占め
る。昭和４０年に新庄市金沢に山形工
場を進出、以来、レジスタの製造拠点と
して操業中。従業員７０名

中村電機工業㈱山形工場
製造部 班長  渡邊　恵さん（下仲町）

 UP!
企業ZOOMMズームアップ

▲企業協力により実施した平成24年度商
工見本市親子ものづくり体験教室の様子

産業人材育成の取組みにご協力を！

▪募集対象 最上地域内の製造業企業
▪内容　小学生向けのものづくり体験教室や発明教室を開催

するにあたり、次のようなご協力をお願いします。
　◎発明クラブコンテストなどでの作品制作に関する指導・助

言スタッフ（社員・社員ＯＢなど）の派遣
　◎工作材料の購入費の資金提供や、製作に必要な工具などの貸出し
　※上記に当てはまらないようなご協力内容のご提案もお気軽

にお申し出、ご相談ください。
▪地域社会貢献を通じた協力企業のメリット
　◎製品や企業活動などに対する、地域での理解や認知度、企

業イメージの向上
　◎地域産業を支える子どもたちの育成による、将来にわたる

優秀な人材の確保
　◎子どもたちとのふれあいや指導・助言など日常の業務から

得ることができない経験による、社員の資質や意欲の向上
▪協力企業一覧（１０月28日時点）
 新庄自動車㈱・山形航空電子㈱・㈱ホソイ・ナカジマ㈱・㈱全晴

11
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小学生から一般まで333人が参加した、
新庄ロードレース大会

（10月6日／市陸上競技場）

新庄もみの木ライオンズクラブによる、
コスモス教育週間ののぼり旗贈呈

（10月9日／市役所）

いものこマラソン＆健康ウォーキング
（山屋セミナーハウス周辺）

亀綾織ミュージアム”まゆこれ”
（新庄市エコロジーガーデン）

　今年で17回目
を迎えるこの催
し。今回は、日新
中学校と新庄中
学校の学年行事
で保護者を含む
238人 も 参 加
し、総 勢445人
が、ウォーキン
グ から11キ ロ
のマラソンまで、それぞれの体力に合わせた種目で汗を流し
ました。あいにくの天候でしたが、恒例のいものこ汁の振る
舞いも行われ、参加者はスポーツと味覚の秋を楽しんでいま
した。

　江戸時代、この地域の特産品として盛んに生産されてい
た絹織物「新庄亀綾織」。こ
の織物をもっと多くの人に
知ってもらおうと、1日限定
のミュージアムが開かれま
した。歴史や織りの種類、和
服・小物などの作品紹介を
はじめ、トークセッションな
ども行われました。悪天候
の中、300人ほどの来客
があり、「地元のものなの
に知らなかった」と驚いた
様子で作品に見入る人も
いました。

森づくり・森とのふれあい事業
（陣峰市民の森）

　遊歩道への木材
チップ敷きや階段整
備などを通して、森
林に親しみ、森林保
全の意識を高めよう
と、みどり環境税を活
用した森林環境学習
会が、市内３つの中学
校の１学年を対象にし
て行われました。この日は明倫中学校の生徒116人が参
加。生徒たちは、慣れない道具を使っての作業に苦労しなが
らも手際よく作業を進めていました。なお、10日に新庄中学
校生94人が、また11日には日新中学校生129人も作業を
行いました。

10/
2

10/
20

10/
12

新庄市総合防災訓練
（萩野小学校ほか）

　防災体制の
確立と防災意
識の高揚を目
的に毎年実施
している訓練
が、今 年 は 萩
野地区を中心
に開催されまし
た。訓練には自
衛隊や警察、消
防本部など関係する組織や地域住民らが参加し、緊急速報
エリアメールによる広報訓練から、ガス漏れ応急措置、水道
施設の復旧、そして救助や消火訓練まで幅広い内容で、本
番さながらに実施されました。

10/
20

クリテリウム新庄大会で疾走する選手た
ち
（10月14日／市中核工業団地内特設コース）
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第28回みちのく民話まつり秋語り
（旧矢作家住宅）

新庄味覚まつり
（市内）

※ホームページでも紹介しています。
URL http://www.city.shinjo.yamagata.jp/machitopi.html

戸沢藩が縁で今年から開催された「戸沢
サミット」。来年は新庄市で開催されます。

（10月27日／茨城県高萩市）

　 江 戸 時 代 の
農家住宅「旧矢
作家住宅」は約
80人の観客で
賑わい、新庄民
話の会の会員
がいろり端で
民話を語り始
めると、目を閉
じて聞き入る
人もいました。また前日には、「やまがた語りのつどい」が市
民プラザで開催され、県内の7つの民話語り団体による語り
のほか、東京学芸大教授の石井正己氏の講演や升形小学校
児童による新庄囃子演奏が行われました。

　秋晴れの中、市内中心商店街を会場に、第6回新庄味覚
まつりが開催されました。
　金沢幼稚園の園児による「新庄味覚まつり宣言」のあと、
芋煮や納豆汁、もつラーメン、山形牛、つや姫のおにぎりな
ど新庄の「んめもの（うまいもの）」が並ぶ会場内は多くの
人でにぎわいました。また、しんじょうクラフトフェア、100
円商店街、市民健康福祉まつりなども同時開催され、訪れ
た人を楽しませていました。 

10/
27

10/
19

新庄の新たなおみやげコンテスト
（ゆめりあ）

　当地域の農産品を使った新
たな土産品を開発し、地域、
そして農業を活性化しようと
するコンテストが開催されま
した。県内から応募があった
27点の試食品は、関係業界
から選出された審査員10
人により審査され、素揚げ
した大豆を甘辛く味付けた

「おつ豆」が最優秀賞とな
りました。他の出品食品の
アイディアも参考に今後
さらに改良を行い、来年か
ら、もがみ物産館などで販売される予定です。

10/
19

11
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Ｑ　
２
歳
の
男
児
で
す
が
、他
の

友
達
の
お
も
ち
ゃ
を
取
っ
て
し

ま
い
、仲
良
く
遊
べ
な
く
て
困
っ
て
い

ま
す
。Ａ　

２
歳
前
半
の
頃
は
、な
ん
に
で

も
関
心
が
あ
る
時
期
で
す
。

　

欲
し
が
り
だ
っ
た
り
、自
分
で
や
り
た

い
気
持
ち
が
強
い
の
で
自
己
中
心
的
な

行
動
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

友
だ
ち
の
お
も
ち
ゃ
を
取
っ
た
り
し

た
時
は「
こ
れ
は
〇
〇
ち
ゃ
ん
の
だ
よ
」

と
、し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し

伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、こ
の
時
期
は
好
奇
心
が
強
い

こ
と
も
あ
っ
て
、危
険
な
行
動
を
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
も「
危

な
い
よ
」と
、同
じ
よ
う
に
伝
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

親
に
と
っ
て
は
困
っ
た
り
す
る
場
面

も
多
い
時
期
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、大

切
な
成
長
の
一
過
程
で
す
。根
気
よ
く

伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

プラス

子育て

にこにこ子育て

教育+ チャンネル

あそびの広場と子育て相談

ここ
WARASUKO  HIROBA

わわららすす
広場

わくわく新庄
11月19日㈫・12月3日㈫の午前

保健センター
11月26日㈫・12月10日㈫の午前・午後

萩野地区公民館
11月8日㈮の午前

※午前（10時〜11時30分）、午後（1時30分〜3時30分）

わらすこワンダーランド
11月16日㈯午前10時〜午後2時
※わらすこ広場無料開放日です。

◎詳しくは、新庄市子育て支援センター
　（わらすこ広場内）へ。ＴＥＬ&ＦＡＸ22-5115

Q
＆
A

　

日
新
中
学
校
で
は
、
全
校
生
徒

三
百
九
十
八
名
の
知
・
徳
・
体
・
志
の
調

和
の
と
れ
た
育
成
を
目
指
し
、三
つ
を

教
育
重
点
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

〈
学
力
向
上
プ
ラ
ン
〉

　

生
徒
同
士
の〈
学
び
合
い
〉を
大
切
に

し
て
、学
習
意
欲
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、論
理
的
な
思
考
力
の
育
成
を
図
る

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。意
見
の
交
換
を

行
う
グ
ル
ー
プ
学
習
で
は
生
き
生
き
と

し
た
、い
い
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

〈
合
唱
力
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
力
向
上

プ
ラ
ン
〉

  

毎
年
十
月
に
行
わ
れ
る
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
に
向
か
う
生
徒
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。合

唱
を
創
り
上
げ
る
過
程
を
通
し
て
生
徒

同
士
の
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
高
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、地
域
貢
献
学
習
な
ど

の
体
験
的
な
学
習
を
通
し
て
、地
域
や

周
り
の
人
を
大
切
に
す
る
心
や
、奉
仕

す
る
心
を
養
っ
て
い
ま
す
。

〈
体
力
向
上
プ
ラ
ン
〉

  

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、家
庭
と
連
携
し
て〈
生
活
リ
ズ
ム

づ
く
り
〉運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。朝

食
の
摂
食
率
が
九
十
一
％
を
超
え
る
な

ど
、確
実
に
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、昨
年
度
校
舎
周
辺
に
整
備

し
て
い
た
だ
い
た「
ラ
ン
ニ
ン
グ
ロ
ー

ド
」を
活
用
し
て
、校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
数
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。生
徒

全
員
の
基
礎
体
力
向
上
・
健
康
な
体
づ

く
り
に
向
け
て
日
常
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

調和のとれた育成を目指して 学校レポート
〜日新中〜
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◦今月の新着図書◦
［一般書］

恋しくて ･････････････村上　春樹、アリス・マンロー他
検事の死命 ･･････････････････････････････････柚月　裕子
とうほく方言の泉　上中下 ･････････････小林　隆  他
ぐりとぐらのてづくりブック ･･･････福音館書店編集部
スープジャーでつくる感動レシピカタログ ･･･井原　裕子
くらげる　クラゲＬＯＶＥ１１１･･････････････平山ヒロフミ
コレステロール対策のベストアンサー
　 ････････「ここが聞きたい！ 名医にＱ」番組制作班
こけし ･･････････････････････････････････････････やまもと ゆみ

［児童書］
ラッキーとの日々　東日本大震災・愛犬と家族の絆
をつづった手紙 ･･････さとう なつき（真室川町在住）
まちにはいろんなかおがいて ･････････････佐々木マキ

※このコーナーでは、NPOなどの市民活動団体に関する話題と、地域住民による
地域づくり活動に関する話題をそれぞれ交互に紹介していきます。

　

金
沢
地
区
で
は
、金
沢
一
か
ら
七
と
幸

町
、金
沢
新
町
、玉
の
木
町
お
よ
び
玉
の

木
新
町
の
十
一
地
区
で
地
域
の
発
展
を

目
的
に「
金
沢
地
域
連
合
町
内
会
」を

組
織
し
て
お
り
、そ
の
連
合
町
内
会
の

事
業
と
し
て「
寺
子
屋
式『
金
沢
塾
』｣

を
開
塾
し
て
い
ま
す
。

　

十
月
十
三
日
㈪
、三
回
目
と
な
る
金

沢
塾
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
は「
金
沢
地
域
の
宝
探
し
ラ

リ
ー
」で
四
十
名
の
参
加
者
が
地
域
内

の
神
社
仏
閣
の
歴
史
探
訪
を
行
い
ま
し

た
。

　

柳
の
清
水
、円
応
寺
、金
沢
八
幡
神

社
、福
金
稲
荷
大
明
神
、金
沢
不
動
尊
、

接
引
寺
を
徒
歩
で
散
策
し
、新
庄
城
下

の
金
沢
地
区
に
寺
社
を
配
し
た
理
由
の

説
明
を
受
け
、そ
の
歴
史
に
思
い
を
馳

せ
ま
し
た
。

　

午
後
は
接
引
寺
を
会
場
に「
天
災

犠
牲
者
追
善
供
養
、お
寺
で
す
る
音
楽

会
」を
行
い
ま
し
た
。

　

演
奏
は
菅
紀
子
さ
ん（
フ
ル
ー
ト
）、

鈴
木
布
美
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）、鈴
木
信

哉
さ
ん（
チ
ェ
ロ
）、そ
し
て
佐
藤
美
喜

子
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）で
す
。

　

曲
目
は「
翼
を
く
だ
さ
い
」、「
赤
と

ん
ぼ
」、「
私
の
お
父
様
」な
ど
、懐
か
し

い
唱
歌
か
ら
映
画
音
楽
、オ
ペ
ラ
ま
で
、

寺
の
本
堂
で
聞
く
音
色
は
ま
た
格
別
な

も
の
で
、八
十
名
の
参
加
者
を
魅
了
し

ま
し
た
。

　

入
場
料
は
無
料
と
し
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
実
施
し
、多
く
の

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、新
庄
市
地
域
づ
く

り
推
進
交
付
金
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
総
合
政
策
課
地
域
支
援
室

☎
内
線
２
１
８

蔵書検索

〜地域づくり編〜

ドゥ

市民活Do！

金沢地域町内会連合会

寺子屋式「金沢塾」

◎市立図書館 ☎２２-２１８９
開館時間 : 午前10時〜午後6時

休館日 : 毎週月曜日

　当時小学校6年生の私が学校の図書室で大親友に教えてもらった、ライオンの
姿をした（！）偉大な王・アスランが治める不思議で素晴らしい世界の物語です。
　ナルニア2,555年間の壮大な歴史上を、私たち人間世界の子どもたちが様々な
時代に飛び、多様な種族の仲間と国の危機を救い、彼ら自身も逞しく成長して自分
の世界に帰る姿に、大人になった今も強く勇気づけられます。
　2006年より計3作品が映画化され、親友と一緒に20数年ぶりのアスランたち
との再会を喜び合いました！

今月の

図書館インフォメーション

『わくわく！ コラボ』
　ドラマや映画の原作で映像との違い
を楽しみ、人気作家たちの短編集で普
段読まない
作家と出会
いましょう。

第2回
ライブラリーシアター
◦とき　１１月２４日㈰ １回目／午前11
時〜正午、２回目／午後3時〜4時
◦ところ　市立図書館
◦内容　子供向けＤＶＤ上映会、『に
やーご＆ブタくんと100ぴきのおおかみ』
みやにしたつや、『まめうしくん』あきやま
ただし

今月のテーマ展示 今月のイベント

毎月図書館司書がおすすめの本を紹介します!

私の

おすすめの1冊

▲｢天災犠牲者追善供養、お寺でする音楽会｣の様子

11



イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです    催しなど

※
募
集
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。　

▪
と
き 

11
月
22
日
㈮
午
後
1
時
～
7

時 

▪
と
こ
ろ 

ゆ
め
り
あ
２
階
会
議
室

◎
自
衛
隊
新
庄
地
域
事
務
所

☎
22
-５
０
５
７

山
形
県
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ

　
10
月
24
日
㈭
か
ら
山
形
県
の
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▪
最
低
賃
金 

6
6
5
円（
一
時
間
）

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、県
内
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
３
-６
２
４
-８
２
２
４

羽
前
最
上
焼  

秀
年
一
門
現
代
陶
芸
展

陶
芸
展
の
お
知
ら
せ

▪
と
き 

11
月
20
日
㈬
～
27
日
㈬
午

前
10
時
～
午
後
4
時 

▪
と
こ
ろ 

ア

ト
リ
エ・山
形
現
代
美
術
館（
新
庄
市
）

▪
内
容 

陶
芸
作
家
に
よ
る
作
品
展
示

の
ほ
か
、友
情
展
示
と
し
て
渡
辺
博
之

の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
展
示 

※
入
場
無
料

◎
新
庄
最
上
陶
房	

☎
23
-２
４
１
６

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

▪
対
象 

創
業
を
目
指
す
人
、ま
た
は

創
業
し
て
ま
も
な
い
人 

▪
と
き 

12

月
6
日
㈮
午
後
1
時
～
午
後
5
時
10

分 

▪
と
こ
ろ 

大
地
会
館

▪
内
容 

「
創
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」ほ
か
創

業
者
の
事
例
発
表
な
ど

◎
新
庄
商
工
会
議
所	

☎
22
-６
８
５
５

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
の
お
知
ら
せ

▪
募
集
住
宅
名・戸
数 

①
玉
の
木
団
地

6
戸 

②
東
山
団
地
1
戸 

▪
家
賃 

①

9
，3
0
0
円
～
2
2
，3
0
0
円 

②
1
6
，

4
0
0
円
～
2
4
，5
0
0
円

▪
申
込
資
格 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方 

◦
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る

◦
同
居
親
族
が
い
る
◦
収
入
の
基
準

が
合
う
◦
税
金
の
未
納
が
な
い
◦
暴

力
団
で
は
な
い 

▪
申
込
期
間 

11
月

15
日
㈮
～
22
日
㈮
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分 

※
21
日
㈭・22
日
㈮

は
午
後
7
時
ま
で
。 

▪
内
覧
会 

11

月
20
日
㈫
午
前
11
時
～
午
後
3
時

◎
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
室

☎
内
線
５
２
２・５
２
４

第
２
回
最
上
地
域
議
員
協
議
会

地
域
の
課
題
を
地
元
議
員
が
審
議

▪
と
き 

11
月
19
日
㈫
午
後
1
時
か

ら 

▪
と
こ
ろ 

最
上
総
合
支
庁
講
堂

※
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、当
日

会
場
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

◎
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
室
　

☎
０
２
３
-６
３
０
-２
８
４
６

ラ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
３

婿
養
子
さ
ん
希
望
女
性
限
定

■
と
き 

12
月
8
日
㈰
午
後
1
時
～
6
時

▪
と
こ
ろ 

新
庄
ニュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル 

▪
参
加
費 

男
性
4
，0
0
0
円

女
性
3
，0
0
0
円 

▪
定
員 

男
女
各

10
人 

▪
申
込
締
切 

11
月
25
日
㈪

◎
最
上
広
域
婚
活
実
行
委
員
会

☎
０
８
０
-８
２
１
６
-８
６
８
４

平
成
25
年
度
住
生
活
総
合
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
11
月
21
日
㈭
か
ら
12
月
10
日
㈫
ま

で
の
間
、統
計
調
査
員
証
を
も
っ
た
調

査
員
が
、対
象
と
な
っ
た
世
帯
を
訪
問

い
た
し
ま
す
。ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▪
調
査
基
準
日 

12
月
1
日
㈰

　

◎
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
室	

☎
内
線
５
２
３

み
ん
な
い
っ
し
ょ 

親
子
で
ス
ポ
ー
ツ

参
加
者
募
集

▪
対
象 

未
就
学
児
～
小
学
校
低
学
年

▪
と
き 

12
月
1
日
㈰
午
後
1
時
～
午

後
3
時
30
分 

▪
と
こ
ろ 

わ
く
わ
く

新
庄
多
目
的
ホ
ー
ル 

▪
内
容 

色
々
な

ス
ポ
ー
ツ
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
で
体
験

◎
新
庄
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22
-５
１
１
５

今年最後のkitokitoマルシェ
◦とき 11月17日㈰午前10時～午後３時
◦ところ 新庄市エコロジーガーデン
◦内容 こだわって手づくりした農産物、加工品、
雑貨の販売。飲食コーナーやワークショップなど
◎詳しくは、商工観光課へ。	 ☎内線249

産直まゆの郷「収穫祭」
◦とき 11月17日㈰午前9時～午後6時
◦ところ 産直まゆの郷
◦内容 秋野菜・惣菜・漬物・花の販売など
※先着200人に新そば試食サービス
◎詳しくは、産直まゆの郷へ。	☎23-5007

市民プラザから各種料理教室のお知らせ
いずれも場所は市民プラザ調理室で、エプ
ロン・三角巾をお持ちください。

夕食料理教室
◦とき 12月1日㈰午前10時～午後1時
◦内容 花ずし作り ◦講師 笹原幸子氏
◦参加費 1,000円 ※定員 一般成人15人

イタリアン料理教室
◦とき 12月4日㈬午後6時～9時
◦内容 クリスマス料理 ◦講師 栗田晋史氏
◦参加費 1,500円 ※定員 一般女性15人
親子で創作ケーキ作り　※託児相談承ります
◦とき 12月8日㈰午後1時～４時
◦内容 創作ケーキ作り ◦講師 鮎川ゆき氏
◦参加費 1,500円 ※定員 親子12組
年中から小6までのお子さんで内履を持参ください。
◎詳しくは、市民プラザへ。	 ☎22-4200

わくわく新庄からのお知らせ
わくわく新庄健康講座

◦とき 12月6日㈮午前10時～11時30分
◦ところ わくわく新庄会議室
◦内容 高齢者の心と体の健康管理
◦講師 井渕安雄氏（最上保健所長）
◦受講料 無料 ※定員40人
◦申込締切 11月29日㈮まで
クリスマスオブジェ手作り教室

◦とき 12月14日㈯午前9時30分～午後12時30分
◦ところ わくわく新庄創作実習室
◦内容 自然素材でオリジナルオブジェ作り
◦講師 鈴木信夫氏（木ら木ら星）
◦材料費 2,800円 ※定員20人
◦申込締切 12月6日㈮まで
◎詳しくは、わくわく新庄へ。	 ☎23-0197

JA産直いなふね開店2周年感謝セール
◦とき 11月17日㈰午前9時30分～午後6時
◦ところ JA産直いなふね
◦内容 旬野菜や花、農産物の販売など
※杵つき餅の振る舞いや先着200人に粗品プレゼントなど
◎詳しくは、JA産直いなふねへ。	☎22-4928

第
16
回
泉
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お
越
し
く
だ
さ
い

▪
と
き 

11
月
17
日
㈰
午
後
1
時
か

ら 
▪
と
こ
ろ 

ゆ
め
り
あ
花
と
緑
の

交
流
広
場 

▪
出
演 

泉
田
保
育
所
、

泉
田
小
と
ん
と
昔
ク
ラ
ブ
、泉
田
小
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ
、泉
田
囃
子
若
連
、塩
野

民
謡
会
、つ
け
も
ん
、表
現
遊
び
サ
ー

ク
ル
ち
ゃ
れ
ん
こ
、萩
野
中
吹
奏
楽
部
、

泉
田
小
6
年
生 

※
入
場
無
料

◎
泉
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
・

川
又	

☎
０
９
０
-７
３
２
８
-２
８
３
０

所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
中
に
納
め
た
国
民
年

金
保
険
料
は
、全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
所
得
税
や
住
民
税
申

告
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。日
本

年
金
機
構
か
ら
控
除
証
明
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、確
定
申
告
な
ど

の
際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
平
成

25
年
1
月
か
ら
9
月
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
の
分
は
11
月
に
、10
月
か

ら
12
月
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
の

分
は
2
月
に
発
送
さ
れ
ま
す
。）。証

明
書
が
な
い
場
合
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。紛
失
し
た
場
合
は
控
除
証

明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
平
成
26
年
3

月
15
日
ま
で
）0
5
7
0
-0
7
0
-

1
1
7（
0
5
0
ま
た
は
0
7
0
か

ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る
場

合
は
、0
3
-6
7
0
0
-1
1
3
0
）

ま
た
は
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

※
お
か
け
間
違
い
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◎
新
庄
年
金
事
務
所
☎	

22
-２
０
５
０

　
市
民
課	

☎
内
線
１
３
３・１
３
４

な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
求
人
広
告・求
人
票
を
め
ぐ
る
問
題

や
、職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ・セ
ク
ハ
ラ
、解
雇
、

賃
金
カ
ッ
ト
、未
払
い
賃
金
、休
暇
な
ど
、

労
働
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▪
と
き 

12
月
10
日
㈫・11
日
㈬
午
前

10
時
～
午
後
7
時

▪
相
談
電
話 

0
1
2
0
-1
5
4
-0

5
2（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
） 

※
相
談
無
料

◎
連
合
山
形
・
柏
木

☎
０
２
３
-６
２
５
-０
５
５
５

検
挙
に
ご
協
力
を

指
名
手
配
被
疑
者

　
警
察
で
は
、総
力
を
挙
げ
て
指
名

手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、検
挙
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。平
成
25

年
8
月
現
在
、約
8
3
0
人
の
被
疑

者
が
全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ

れ
て
い
ま
す
。「
ポ
ス
タ
ー
に
似
て
い

る
人
を
見
か
け
た
」な
ど
、ど
ん
な
こ

と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、1
1
0
番
、

ま
た
は
最
寄
の
警
察
署
や
交
番
な
ど

へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
新
庄
警
察
署	

☎
22
-０
１
１
０

　
駅
前
交
番	

☎
22
-７
５
６
３

お
金
の
ト
ラ
ブ
ル
何
で
も
無
料
相
談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▪
と
き 

11
月
30
日
㈯
午
前
9
時
30

分
～
午
後
3
時 

▪
と
こ
ろ 

市
民
プ

ラ
ザ
3
階 

第
5
研
修
室

▪
相
談
内
容 

多
重
債
務
や
借
金
問

題
、遺
産
相
続
問
題
、高
齢
者
な
ど
の

財
産
管
理
問
題
、訪
問
販
売
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
な
ど 

※
予
約
は
不
要
で
す

◎
日
本
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
・
佐
々
木

☎
０
９
０
-７
０
６
６
-０
１
８
７

自
衛
官
等
募
集

募
集
し
ま
す

高
等
工
科
学
校
一
般

▪
募
集
資
格 

男
子
で
中
卒
、17
歳
未

満
の
者 

▪
受
付
期
間 

11
月
1
日
㈮

～
平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

▪
一
次
試
験
日 

平
成
26
年
1
月
18
日
㈮

高
等
工
科
学
校
推
薦

▪
募
集
資
格 

男
子
で
中
卒
、17
歳
未

満
の
者（
学
校
長
推
薦
）

▪
受
付
期
間 

11
月
1
日
㈮
～
12
月

6
日
㈮ 

▪
一
次
試
験
日 

平
成
26
年

1
月
11
日
㈯
～
13
日（
月
祝
）の
う
ち

い
ず
れ
か
1
日

多重債務者無料相談会
　地元弁護士、司法書士が対応します
※事前予約が必要
市役所市民相談室会場
▪とき 11月25日㈪午前10時～正午
▪予約電話 22-2111 内線126
最上消費生活センター会場
▪とき 11月28日㈭午後１時～３時
▪予約電話 29-1370
◎詳しくは、市民課市民相談室へ。

☎内線126

「夜間・土/日」の納税相談窓口
開設のお知らせ

市税の納付について相談をお受けします。
▪開設期間 11月29日㈮～12月2日㈪
▪受付時間 平日 午後5時15分～7時30分
　　　　　 土日 午前9時～午後4時
▪場所 市役所１階　税務課納税室
◎詳しくは、税務課納税室へ。	☎内線150・152

県立新庄病院休診のお知らせ
　県立新庄病院では12月1日㈰から電子
カルテを導入します。この準備のため、外
来診察が休診となります。
▪とき 11月29日㈮
◎詳しくは、県立新庄病院へ。	☎22-5525

ナラ枯れ枯損木にご注意ください
　ナラ枯れの被害をうけた木は、非常に倒
れやすくなっています。風の強い日などは、
被害木に近づかないよう十分注意してくだ
さい。また、ナラ枯れの被害地では、猛毒キ
ノコ「カエンタケ」の発生が確認されていま
す。触れるだけで皮膚がただれる事があり
ますので、ご注意ください。
◎詳しくは、山形森林管理署最上支署へ。	☎62-2122

農業用プラスチック・ビニール回収
　日程はすべて11月中で、回収料金は１
kgにつき43円（消費税込）です。
▪日程 ①19日㈫午前9時～11時（JA新
庄市東部ライスセンター）、午後１時30分
～３時（JA新庄市仁間倉庫前）②20日㈬
午前９時～10時15分（JA新庄もがみ昭
和支店前）、午前10時30分～11時（JA
新庄もがみ塩野倉庫前）③21日㈭午前９
時～11時、午後１時30分～3時（JA新庄
もがみ萩野支店前）
◎詳しくは、農林課農林振興室へ。	☎内線269
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イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです    催しなど

※
募
集
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。　

▪
と
き 

11
月
22
日
㈮
午
後
1
時
～
7

時 

▪
と
こ
ろ 

ゆ
め
り
あ
２
階
会
議
室

◎
自
衛
隊
新
庄
地
域
事
務
所

☎
22
-５
０
５
７

山
形
県
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ

　
10
月
24
日
㈭
か
ら
山
形
県
の
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▪
最
低
賃
金 

6
6
5
円（
一
時
間
）

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、県
内
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
３
-６
２
４
-８
２
２
４

羽
前
最
上
焼  

秀
年
一
門
現
代
陶
芸
展

陶
芸
展
の
お
知
ら
せ

▪
と
き 

11
月
20
日
㈬
～
27
日
㈬
午

前
10
時
～
午
後
4
時 

▪
と
こ
ろ 

ア

ト
リ
エ・山
形
現
代
美
術
館（
新
庄
市
）

▪
内
容 

陶
芸
作
家
に
よ
る
作
品
展
示

の
ほ
か
、友
情
展
示
と
し
て
渡
辺
博
之

の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
展
示 

※
入
場
無
料

◎
新
庄
最
上
陶
房	

☎
23
-２
４
１
６

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

▪
対
象 

創
業
を
目
指
す
人
、ま
た
は

創
業
し
て
ま
も
な
い
人 

▪
と
き 

12

月
6
日
㈮
午
後
1
時
～
午
後
5
時
10

分 

▪
と
こ
ろ 

大
地
会
館

▪
内
容 

「
創
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」ほ
か
創

業
者
の
事
例
発
表
な
ど

◎
新
庄
商
工
会
議
所	

☎
22
-６
８
５
５

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
の
お
知
ら
せ

▪
募
集
住
宅
名・戸
数 

①
玉
の
木
団
地

6
戸 
②
東
山
団
地
1
戸 

▪
家
賃 

①

9
，3
0
0
円
～
2
2
，3
0
0
円 

②
1
6
，

4
0
0
円
～
2
4
，5
0
0
円

▪
申
込
資
格 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方 

◦
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る

◦
同
居
親
族
が
い
る
◦
収
入
の
基
準

が
合
う
◦
税
金
の
未
納
が
な
い
◦
暴

力
団
で
は
な
い 

▪
申
込
期
間 

11
月

15
日
㈮
～
22
日
㈮
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分 

※
21
日
㈭・22
日
㈮

は
午
後
7
時
ま
で
。 

▪
内
覧
会 

11

月
20
日
㈫
午
前
11
時
～
午
後
3
時

◎
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
室

☎
内
線
５
２
２・５
２
４

第
２
回
最
上
地
域
議
員
協
議
会

地
域
の
課
題
を
地
元
議
員
が
審
議

▪
と
き 

11
月
19
日
㈫
午
後
1
時
か

ら 

▪
と
こ
ろ 

最
上
総
合
支
庁
講
堂

※
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、当
日

会
場
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

◎
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
室
　

☎
０
２
３
-６
３
０
-２
８
４
６

ラ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
３

婿
養
子
さ
ん
希
望
女
性
限
定

■
と
き 

12
月
8
日
㈰
午
後
1
時
～
6
時

▪
と
こ
ろ 

新
庄
ニュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル 

▪
参
加
費 

男
性
4
，0
0
0
円

女
性
3
，0
0
0
円 

▪
定
員 

男
女
各

10
人 

▪
申
込
締
切 

11
月
25
日
㈪

◎
最
上
広
域
婚
活
実
行
委
員
会

☎
０
８
０
-８
２
１
６
-８
６
８
４

平
成
25
年
度
住
生
活
総
合
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
11
月
21
日
㈭
か
ら
12
月
10
日
㈫
ま

で
の
間
、統
計
調
査
員
証
を
も
っ
た
調

査
員
が
、対
象
と
な
っ
た
世
帯
を
訪
問

い
た
し
ま
す
。ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▪
調
査
基
準
日 

12
月
1
日
㈰

　

◎
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
室	

☎
内
線
５
２
３

み
ん
な
い
っ
し
ょ 

親
子
で
ス
ポ
ー
ツ

参
加
者
募
集

▪
対
象 

未
就
学
児
～
小
学
校
低
学
年

▪
と
き 

12
月
1
日
㈰
午
後
1
時
～
午

後
3
時
30
分 

▪
と
こ
ろ 

わ
く
わ
く

新
庄
多
目
的
ホ
ー
ル 

▪
内
容 

色
々
な

ス
ポ
ー
ツ
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
で
体
験

◎
新
庄
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22
-５
１
１
５

今年最後のkitokitoマルシェ
◦とき 11月17日㈰午前10時～午後３時
◦ところ 新庄市エコロジーガーデン
◦内容 こだわって手づくりした農産物、加工品、
雑貨の販売。飲食コーナーやワークショップなど
◎詳しくは、商工観光課へ。	 ☎内線249

産直まゆの郷「収穫祭」
◦とき 11月17日㈰午前9時～午後6時
◦ところ 産直まゆの郷
◦内容 秋野菜・惣菜・漬物・花の販売など
※先着200人に新そば試食サービス
◎詳しくは、産直まゆの郷へ。	☎23-5007

市民プラザから各種料理教室のお知らせ
いずれも場所は市民プラザ調理室で、エプ
ロン・三角巾をお持ちください。

夕食料理教室
◦とき 12月1日㈰午前10時～午後1時
◦内容 花ずし作り ◦講師 笹原幸子氏
◦参加費 1,000円 ※定員 一般成人15人

イタリアン料理教室
◦とき 12月4日㈬午後6時～9時
◦内容 クリスマス料理 ◦講師 栗田晋史氏
◦参加費 1,500円 ※定員 一般女性15人
親子で創作ケーキ作り　※託児相談承ります
◦とき 12月8日㈰午後1時～４時
◦内容 創作ケーキ作り ◦講師 鮎川ゆき氏
◦参加費 1,500円 ※定員 親子12組
年中から小6までのお子さんで内履を持参ください。
◎詳しくは、市民プラザへ。	 ☎22-4200

わくわく新庄からのお知らせ
わくわく新庄健康講座

◦とき 12月6日㈮午前10時～11時30分
◦ところ わくわく新庄会議室
◦内容 高齢者の心と体の健康管理
◦講師 井渕安雄氏（最上保健所長）
◦受講料 無料 ※定員40人
◦申込締切 11月29日㈮まで
クリスマスオブジェ手作り教室

◦とき 12月14日㈯午前9時30分～午後12時30分
◦ところ わくわく新庄創作実習室
◦内容 自然素材でオリジナルオブジェ作り
◦講師 鈴木信夫氏（木ら木ら星）
◦材料費 2,800円 ※定員20人
◦申込締切 12月6日㈮まで
◎詳しくは、わくわく新庄へ。	 ☎23-0197

JA産直いなふね開店2周年感謝セール
◦とき 11月17日㈰午前9時30分～午後6時
◦ところ JA産直いなふね
◦内容 旬野菜や花、農産物の販売など
※杵つき餅の振る舞いや先着200人に粗品プレゼントなど
◎詳しくは、JA産直いなふねへ。	☎22-4928

第
16
回
泉
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お
越
し
く
だ
さ
い

▪
と
き 

11
月
17
日
㈰
午
後
1
時
か

ら 

▪
と
こ
ろ 

ゆ
め
り
あ
花
と
緑
の

交
流
広
場 

▪
出
演 

泉
田
保
育
所
、

泉
田
小
と
ん
と
昔
ク
ラ
ブ
、泉
田
小
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ
、泉
田
囃
子
若
連
、塩
野

民
謡
会
、つ
け
も
ん
、表
現
遊
び
サ
ー

ク
ル
ち
ゃ
れ
ん
こ
、萩
野
中
吹
奏
楽
部
、

泉
田
小
6
年
生 

※
入
場
無
料

◎
泉
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
・

川
又	

☎
０
９
０
-７
３
２
８
-２
８
３
０

所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
中
に
納
め
た
国
民
年

金
保
険
料
は
、全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
所
得
税
や
住
民
税
申

告
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。日
本

年
金
機
構
か
ら
控
除
証
明
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、確
定
申
告
な
ど

の
際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
平
成

25
年
1
月
か
ら
9
月
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
の
分
は
11
月
に
、10
月
か

ら
12
月
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
の

分
は
2
月
に
発
送
さ
れ
ま
す
。）。証

明
書
が
な
い
場
合
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。紛
失
し
た
場
合
は
控
除
証

明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
平
成
26
年
3

月
15
日
ま
で
）0
5
7
0
-0
7
0
-

1
1
7（
0
5
0
ま
た
は
0
7
0
か

ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る
場

合
は
、0
3
-6
7
0
0
-1
1
3
0
）

ま
た
は
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

※
お
か
け
間
違
い
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◎
新
庄
年
金
事
務
所
☎	

22
-２
０
５
０

　
市
民
課	

☎
内
線
１
３
３・１
３
４

な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
求
人
広
告・求
人
票
を
め
ぐ
る
問
題

や
、職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ・セ
ク
ハ
ラ
、解
雇
、

賃
金
カ
ッ
ト
、未
払
い
賃
金
、休
暇
な
ど
、

労
働
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▪
と
き 

12
月
10
日
㈫・11
日
㈬
午
前

10
時
～
午
後
7
時

▪
相
談
電
話 

0
1
2
0
-1
5
4
-0

5
2（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
） 

※
相
談
無
料

◎
連
合
山
形
・
柏
木

☎
０
２
３
-６
２
５
-０
５
５
５

検
挙
に
ご
協
力
を

指
名
手
配
被
疑
者

　
警
察
で
は
、総
力
を
挙
げ
て
指
名

手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、検
挙
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。平
成
25

年
8
月
現
在
、約
8
3
0
人
の
被
疑

者
が
全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ

れ
て
い
ま
す
。「
ポ
ス
タ
ー
に
似
て
い

る
人
を
見
か
け
た
」な
ど
、ど
ん
な
こ

と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、1
1
0
番
、

ま
た
は
最
寄
の
警
察
署
や
交
番
な
ど

へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
新
庄
警
察
署	

☎
22
-０
１
１
０

　
駅
前
交
番	

☎
22
-７
５
６
３

お
金
の
ト
ラ
ブ
ル
何
で
も
無
料
相
談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▪
と
き 

11
月
30
日
㈯
午
前
9
時
30

分
～
午
後
3
時 

▪
と
こ
ろ 

市
民
プ

ラ
ザ
3
階 

第
5
研
修
室

▪
相
談
内
容 

多
重
債
務
や
借
金
問

題
、遺
産
相
続
問
題
、高
齢
者
な
ど
の

財
産
管
理
問
題
、訪
問
販
売
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
な
ど 

※
予
約
は
不
要
で
す

◎
日
本
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
・
佐
々
木

☎
０
９
０
-７
０
６
６
-０
１
８
７

自
衛
官
等
募
集

募
集
し
ま
す

高
等
工
科
学
校
一
般

▪
募
集
資
格 

男
子
で
中
卒
、17
歳
未

満
の
者 

▪
受
付
期
間 

11
月
1
日
㈮

～
平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

▪
一
次
試
験
日 

平
成
26
年
1
月
18
日
㈮

高
等
工
科
学
校
推
薦

▪
募
集
資
格 

男
子
で
中
卒
、17
歳
未

満
の
者（
学
校
長
推
薦
）

▪
受
付
期
間 

11
月
1
日
㈮
～
12
月

6
日
㈮ 

▪
一
次
試
験
日 

平
成
26
年

1
月
11
日
㈯
～
13
日（
月
祝
）の
う
ち

い
ず
れ
か
1
日

多重債務者無料相談会
　地元弁護士、司法書士が対応します
※事前予約が必要
市役所市民相談室会場
▪とき 11月25日㈪午前10時～正午
▪予約電話 22-2111 内線126
最上消費生活センター会場
▪とき 11月28日㈭午後１時～３時
▪予約電話 29-1370
◎詳しくは、市民課市民相談室へ。

☎内線126

「夜間・土/日」の納税相談窓口
開設のお知らせ

市税の納付について相談をお受けします。
▪開設期間 11月29日㈮～12月2日㈪
▪受付時間 平日 午後5時15分～7時30分
　　　　　 土日 午前9時～午後4時
▪場所 市役所１階　税務課納税室
◎詳しくは、税務課納税室へ。	☎内線150・152

県立新庄病院休診のお知らせ
　県立新庄病院では12月1日㈰から電子
カルテを導入します。この準備のため、外
来診察が休診となります。
▪とき 11月29日㈮
◎詳しくは、県立新庄病院へ。	☎22-5525

ナラ枯れ枯損木にご注意ください
　ナラ枯れの被害をうけた木は、非常に倒
れやすくなっています。風の強い日などは、
被害木に近づかないよう十分注意してくだ
さい。また、ナラ枯れの被害地では、猛毒キ
ノコ「カエンタケ」の発生が確認されていま
す。触れるだけで皮膚がただれる事があり
ますので、ご注意ください。
◎詳しくは、山形森林管理署最上支署へ。	☎62-2122

農業用プラスチック・ビニール回収
　日程はすべて11月中で、回収料金は１
kgにつき43円（消費税込）です。
▪日程 ①19日㈫午前9時～11時（JA新
庄市東部ライスセンター）、午後１時30分
～３時（JA新庄市仁間倉庫前）②20日㈬
午前９時～10時15分（JA新庄もがみ昭
和支店前）、午前10時30分～11時（JA
新庄もがみ塩野倉庫前）③21日㈭午前９
時～11時、午後１時30分～3時（JA新庄
もがみ萩野支店前）
◎詳しくは、農林課農林振興室へ。	☎内線269
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温故知新庄！？

文字を

見やすく
しました

本文にモリサワユニバーサル
フォントを使用しています。

故きを温ねて新庄を知る
平

成
25

年
11

月
8日

号（
N

o.671）　
■

編
集

・
発

行
／

新
庄

市
 総

務
課

   〒
996–8501 新

庄
市

沖
の

町
10–37 TE

L.0233–22–2111　
■

制
作

・
印

刷
／

共
栄

印
刷

株
式

会
社

　
14,000

部
発

行
広
報

11

ホームページでさらに詳しい
取材記を掲載しています。

藩
校
明
倫
堂

　
県
内
の
新
制
中
学
校
は
、昭

和
二
十
二
年
五
月
三
日
に
、一
斉

に
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
明
倫
中
学
校
は
、少
し
遅
れ

て
、昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日

に
、千
六
百
名
を
越
え
る
生
徒

数
だ
っ
た
新
庄
中
学
校
か
ら
分

離
し
て
第
三
中
学
校
の
名
称
で

開
校
し
、四
月
十
五
日
に
は
、公

募
に
よ
り
選
ば
れ
た
明
倫
中
学

校
に
改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
倫
と
は
、中
国
の
儒
学
者 

孟
子
の
教
え「
学
は
則
ち
三
代

こ
れ
を
共
に
す
。皆
人
倫
を
明

ら
か
に
す
る
所
以
な
り
。」か
ら

採
ら
れ
た
も
の
で
、「
学
問
は
人

間
の
生
き
る
べ
き
道（
正
し
い

秩
序
と
道
理
）を
教
え
る
も
の

だ
。」と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
徳
を
重
視
し
て
生
き
る
力
を

育
む
と
い
う
現
在
の
教
育
に
通

じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
明
倫
と
い
う
名
称
が
選

ば
れ
た
背
景
に
は
、新
庄
藩
の

藩
校
の
名
称
が「
明
倫
堂
」だ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

MEIRIN の“M”

0かむてん奮
闘記


